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生活行為向上マネジメントの 
過去・現在・未来

あ

特集にあたって
　生活行為向上マネジメントは 2008 年（平成 20 年）より老人保健
健康増進等事業の助成を受けて開発・効果検証がなされ，2015 年

（平成 27 年）より生活行為向上マネジメント推進プロジェクトによ
り，広く啓発普及が行われた．開発から 10 年が経過した今，生活行
為向上マネジメントは「作業療法の見える化」のツールとして，は
たして国民に本当に役立っているのだろうか．各種団体や学会から
は生活行為向上マネジメントができる OT に対する期待の声が上
がっている．一方，当の OT からは，「時間がかかる」，「難しい」と
消極的な声も聞こえてくる．
　本特集では，生活行為向上マネジメントが開発された背景と経緯
をあらためて紹介するとともに，現状のエビデンスと今後の研究課
題，卒前・卒後教育の現状と今後，多領域における実践状況の推移
と今後の課題について示していきたい．さらに，医師，看護師，介
護支援専門員のそれぞれの立場から，生活行為向上マネジメントの
可能性と OT への期待・要望について発信していただいた．
　本企画を通じて，読者の皆様へ「地域包括ケアに貢献する作業療
法の形」をあらためて示すとともに，OT の武器である生活行為向
上マネジメントの価値，用い方，可能性をお伝えできれば幸いであ
る．
 （塩田繁人）
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